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製造業ITマイスター研修教材一覧
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日 テーマ 教材
1 製造業IT導入ワークショップ 午前 IoTとシステムの基礎

午後 製造業IT導入ワークショップ
2 高度IT実装技術の習得１ 午前 IoTによるシステム開発入門

午後 高度IT実装技術の習得１（ラズパイ＋見える化実習）
3 高度IT実装技術の習得２ 午前 IoTによる生産管理入門

午後 高度IT実装技術の習得２（IoTセンサー実装実習）
4 システム構築技術の習得１ 午前 IoTによる在庫管理入門

午後 システム構築技術の習得１（業務システムの基本パターン）
5 システム構築技術の習得２ 午前 IoTによるデータ分析入門

午後 システム構築技術の習得２（データ分析）
6 PBL１（事例企業調査） 午前 事例企業調査

午前 事例企業の課題モデル化実習
7 PBL２

（課題の設定と解決策の提案）
午後 システム構築の実際
午後 システム構築実習（１）課題の設定と解決策の提案

8 高度IT実装技術の適用 午前 IT経営の実践方法
午後 システム構築実習（２）高度IT実装技術の適用

9 システム構築技術の適用 午前 情報システムセキュリティ基礎
知財とオープン＆クローズ戦略

午後 システム構築実習（３）システム構築技術の適用

10 筆記試験および成果発表会 午前 個人と組織の発展に繋がるキャリアデザイン講座
（筆記試験）

午後 （成果発表会）
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本実習の目的とゴール
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目的

データの利活用する上で必要となるマスタデータ、
トランザクションデータの定義、IDによる連携、
転記や集計といったデータのつながりについて学ぶ

ゴール
 POSレジシステムを作ってみる

 生産管理におけるデータのつながりを考える
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前半5日間の進め方

午後の実習

1日目 実習のための環境設定 課題発見ワークショップ

2日目 デバイス信号のイン/アウト センサデータの見える化

3日目 メールとWebサーバ利活用 人感センサとカメラの利用

4日目 業務システムの基本パターン バーコードリーダとNFC

5日目 データ分析続き 工程進捗管理ボード
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POSレジを作ろう！
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コンテキサーで何ができるのか？
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⽣産管理アプリケーション

販売管理アプリケーション

コンテキサーの新規画面

社内の様々な情報をつないで、
様々なアプリケーションを、

「⾼速に」「プログラミング不要で」
構築することができる

⽇報管理のような単純な仕組みも当然可
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コンテキサーの基本構成
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クラウド
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前半5日間の進め方

午後の実習

1日目 実習のための環境設定 課題発見ワークショップ

2日目 デバイス信号のイン/アウト センサデータの見える化

3日目 メールとWebサーバ利活用 人感センサとカメラの利用

4日目 業務システムの基本パターン バーコードリーダとNFC

5日目 データ分析続き 工程進捗管理ボード
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もくじ

1. バーコードの基礎

2. ExcelでQRを作る

3. POSレジで利用するデータの構造

4. 商品データを作る

5. 販売データを作る（明細）

6. 販売データを作る（伝票：レシート）

7. 操作画面を改善する

8. 実習課題

（参考）コンテキサー主要オブジェクトガイド
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バーコードリーダーを使う
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①バーコードリーダーを接続し、メモ帳を開いた上で配布したバーコードを読み取る
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バーコードフォントを導入する
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①スタートメニューからコントロールパネルを開き、
「デスクトップのカスタマイズ」を選択する

②フォントを選択する
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バーコードフォントを導入する
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①配布データにある”CODE39.ttf“をフォントフォルダにコピーする
（ドラッグ＆ドロップ）
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①Excelを⽴ち上げて、どこかのセルに適当な
数字を⼊⼒し、となりのセルに数式でリンクを張る ②リンクセルのフォント

を”CODE39”にする
（プルダウンに出てこな
ければ⼿⼊⼒）

【プラスα】
・数字を変えてみましょう
・バーコードリーダーで読み込んでみましょう

Excelでバーコードを作る
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4. 商品データを作る
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お使いのPC環境にMicrosoft Access
もしくはMicrosoft Access Runtime
が導入されている方は可能
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参考：ExcelでQRコードを作る
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①ファイルメニューのオプションにて、「リボンのユーザー設定」を選択し、
開発にチェックをする（もしくはしてあることを確認する）

QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です
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参考：ExcelでQRコードを作る
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①開発タブの挿⼊から、ActiveX
コントロールの選択を選ぶ

開発タブは、ファイル→オプション→リボンの
ユーザー設定を選択し、開発タブをチェックす
ることで表示されます。
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参考：ExcelでQRコードを作る
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①Microsoft BarCode Control 15.0もしくは16.0を選択し、シート上でクリック

4 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 4



製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

参考：ExcelでQRコードを作る
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①配置されたバーコードオブジェクトを右クリックして、
Microsoft Barcode Control 15.0もしくは16.0 オブジェクトのプロパティを開く

②スタイルで、「11-QRコード」を選択
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参考：ExcelでQRコードを作る
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①再度、配置されたバーコードオブジェクトを
右クリックして、プロパティを開く ②LinkedCellに、数字が記⼊されている

セルを指定する
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参考：ExcelでQRコードを作る
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【プラスα】
・数字を変えてみましょう
・バーコードリーダーで
読み込んでみましょう
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参考：ExcelでQRコードを作る
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Microsoft Barcode Control 15.0もしくは16.0はMS Accessが
インストールされている環境であれば、すぐ利用可能ですが、
無い場合はMicrosoft Access Runtime（2013/2016）をインス
トールすることにより、利用することができます。

なお、 Microsoft Access Runtimeの2016はインストールトラ
ブルが報告されていますので、2013をインストールした方が
確実かもしれません。

参照：
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=50040
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POSレジを構成するデータとは

23

商品データ
（商品名、価格など）

販売データ
（いつ、なにを、いくつ）
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POSレジを構成するデータとは
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商品データ
（商品名、価格など）

販売データ
（いつ、どこで）

商品データ
（商品名、価格など）

販売データ
（なにを、いくつ）

何度も使われるデータ
⇒マスタデータ

そのときのデータ
⇒トランザクションデータ

そのときのデータ
⇒トランザクションデータ
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POSレジを構成するデータとは
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商品データ
（商品名、価格など）

販売データ
（いつ、どこで、なにを、いくつ）

バーコードを介して
データを“つなぐ”
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データの構造（Ｅ－Ｒ図）
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品目

コード（⽂字列）
品名（⽂字列）
単価（数値）
単位（⽂字列）

明細

明細（⽂字列）
伝票（⽂字列）
コード（⽂字列）
数量（数値）
⾦額（数値）

伝票

伝票（⽂字列）
日付（日付時刻）
担当者（⽂字列）
合計（数値）

担当者

コード（⽂字列）
⽒名（⽂字列）

主キー

主キー

主キー

主キー

外部キー

外部キー
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商品データを作る
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このセクションの完成イメージ

商品のバーコード、
品名、単価などの

台帳を作る
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商品データを作る
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①「空のパネルの追加」
ボタンを押す

②パネル名に”品目”と
⼊⼒し追加ボタンを押す
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②項目名に“コード”と⼊⼒し
追加ボタンを押す

①コンテキストのリボンにある
「項目追加」を選択する

③コードを選択した状態でF4キーを
押し、項目設置のリボンを表示する

④半角⼊⼒に切替えるを
チェックし、適用するを押す

商品データを作る
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商品データを作る
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①同様にして
「品名」、
「単価」、
「単位」

を項目として
追加する

②単価の場合は
データ型を”数値”とする

③単位の場合は
初期値を“個”とする
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商品データを作る
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①この部分をクリックして、
編集モード（鉛筆マーク）

に変更する

②コードをクリックし、
バーコードリーダーをつなぎ、
何かバーコードを読み取る

③単価をクリックして、
適当な値を⼊⼒する

④品名を⼊⼒する
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商品データを作る
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①データのリボンにある
「CSVファイルへ保存」を選択するすべての品目が⼊⼒できたら

CSVにデータを保存する

②ファイル保存ダイアログにて、デス
クトップ上に“POSアプリ”という名称
のフォルダを作成し、ファイル名は

“品目.csv”のまま保存する
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設定ファイル（アプリ）の保存
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ここまでの設定を⼀度保存する

コンテキサーでは業務アプリの機能や構造を表す“設定ファイル”と、
そこで扱う“データファイル”が完全に分離しています。

アプリの開発時は、設定ファイルも併せて保存する必要があります。

①ファイルメニューの
業務アプリの保存から
”名前を付けて保存”を

選択し、
先ほど作った”POSアプリ”
フォルダ内に、ファイル名を
“19XXX_POS”と⼊⼒し

て保存する
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販売データを作る（明細）
このセクションの完成イメージ

販売明細のデータを⼊⼒できるようにし、
コードを⼊⼒すると、台帳から品名など
の情報を参照して、⾦額を計算する
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販売データを作る（明細）

①品目シートタブをクリックし、
品目パネルを表示する
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①コンテキストのリボンにある
「パネル追加」を選択する

販売データを作る（明細）

②パネル名に”明細”と⼊⼒し、
配置方法、パネル構成を

それぞれ選択して追加ボタンを押す
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販売データを作る（明細）

①明細パネルが
追加されたことを確認する
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①タイトルバーを選択し、
明細パネルを選択状態
（強調表示）とする

②コンテキストのリボンにある
「項目追加」を選択する

販売データを作る（明細）

③項目名に
”明細”と⼊⼒し
追加ボタンを押す
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販売データを作る（明細）

②同様に
“伝票”、”コード”

という項目を追加する
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販売データを作る（明細）

①コードを選択した状態でF4キーを
押し、項目設置のリボンを表示する

②半角⼊⼒に切替えるを
チェックし、適用するを押す
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外部連結の構造

43

コード
品名
単価
単位

明細
伝票
コード
品名
単価
単位
数量
⾦額

連結されるコンテキスト 連結するコンテキスト

品目 明細

連結する側のコンテ
キストには実体として
データが存在しない。
連結先の値が変更
になれば、自動的に
連結したコンテキスト
の値が変わる。

条件
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販売データを作る（明細） ①タイトルバーを選択し、
明細パネルを選択状態
（強調表示）とする

②定義リボンにある
コンテキストを選択する

③明細コンテキストの
定義画面が

表示されていることを
確認する
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販売データを作る（明細）

①連結項目の
追加ボタンを押す

②連結の仕方を
設定し、連結属性の
生成ボタンを押す

③追加する
を押す
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販売データを作る（明細）

①続けて、”単価”
項目を連結属性
として生成する

②続けて、”単位”
項目を連結属性
として生成する

④明細コンテキストに
品名、単価、単位
項目が追加されてい
ることを確認して、
登録ボタンを押す

③×印を押して
ダイアログを閉じる
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販売データを作る（明細）

②コンテキストリボンの
「項目追加」を押す

①タイトルバーを選択し、
明細パネルを選択状態
（強調表示）とする

③数値を追加し、
データ型を数値、
初期値は１とする

④⾦額を追加し、
データ型は数値と

する
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販売データを作る（明細）

①⾦額の項目を
選択した状態で
F4キーを押す

②計算式の編集
を選択する

③単価をダブルクリック、
＊をクリック、

数量をダブルクリックし
数式を⼊⼒する ④登録ボタン

を押す
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バーコードの動作確認
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①新規ボタンを
クリックする
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バーコードの動作確認

50

①Enterキー
またはタブキーで
カーソルをコードの

⼊⼒域にフォーカスを
移動する
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バーコードの動作確認
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①バーコードでコードを
読むと、対応するデー
タが表示され、同時に
⾦額が計算される
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バーコードの動作確認

52

①数量を変更して
Enterを押下すると
⾦額が再計算される
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①設定ファイルの
保存をする

（上書き保存）

販売データを作る（明細）
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8. 実習課題
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販売データを作る（伝票：レシート）
このセクションの完成イメージ

伝票(レシート)を
⼊⼒できるようにし、

合計⾦額を計算する。
ICカードを

読み取ることで
担当者の名前を表示

するようにする。
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販売データを作る（伝票：レシート）

①明細パネルを選択する

②コンテキストリボンの
パネル追加を押す

③パネル名に”伝票”と⼊⼒し、
配置方法、パネル構成を

それぞれ選択して追加ボタンを押す
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①フォーカスを新しく
生成した伝票パネル
にするために選択する

販売データを作る（伝票：レシート）

②コンテキストリボンの
「項目追加」を押す

③項目名を
”伝票”として

追加する
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販売データを作る（伝票：レシート）

①同様にして日付、
担当者、合計を

項目として追加する

②日付の場合は
データ型を

“日付時刻”、
初期値を”now”

とする

③合計の場合
はデータ型を
“数値”とする
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伝票と明細の関係づけ

59

伝票００１
ビール ２
おつまみ １

伝票００２
はさみ １
のり １

伝票００３
チョコ １
パン １
ジュース １

7/10 ⻄岡 7/11 ⻄岡 7/11 古澤

品名 数量 伝票
ビール ２ 伝票００１
おつまみ １ 伝票００１
はさみ １ 伝票００２
のり １ 伝票００２
チョコ １ 伝票００３
パン １ 伝票００３
ジュース １ 伝票００３

伝票 日付 担当者
伝票００１ 7/10 ⻄岡
伝票００２ 7/11 ⻄岡
伝票００３ 7/11 古澤

連続した明細データを伝票
ごとに分けて表示したい
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動的フィルタの構造

60

伝票
日付
担当者
合計

明細
伝票
コード
品名
単価
単位
数量
⾦額

限定するコンテキスト 限定されるコンテキスト

伝票 明細

限定するコンテキストとし
て定義されているレコード
の中から、その時点で選
択されたレコードの“伝
票”の値によって、限定さ
れるコンテキストのレコー
ドがフィルタ（限定）さ
れる。

条件



製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

データを関係づける

61

①タイトルバーを選択し、
明細パネルを選択状態
（強調表示）とする

②コンテキストのリボンにある
「限定」を選択する

③基本設定タブにて、
連携先として

“伝票”を選択する

④「親子連携する」
にチェックを⼊れる

⑥条件として“伝票”が項
目“伝票”に等しいとして

登録ボタンを押す

⑤条件のタブ
を選択する ⑦限定連携

名はそのままと
しOKボタンを

押す
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データを関係づける

62

①これにより、伝票が生
成されていない状態では
明細は⼊⼒できなくなる

②伝票を新規に生成し、
伝票が選択された状態と

なると明細が⼊⼒可能となる

③新規ボタンで明細を
生成すると、自動で

伝票の値が設定される
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転記（集計）の構造

63

伝票
日付
担当者
合計

明細
伝票
コード
品名
単価
単位
数量
⾦額

集計するコンテキスト（転記先） 集計されるコンテキスト（転記元）

伝票 明細

２つのコンテキストに含ま
れるレコードを比較し、条
件が成り⽴つ組合せにつ
いて、転記元から転記
先へ値を転記する。複
数の転記元がある場合
は集計となる。

条件

転記（集計）
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データを関係づける

64

①タイトルバーを
選択し、伝票パネル
を選択状態（強調

表示）とする

②コンテキストのリボンに
ある「転記」を選択する

③基本設定タブにて、転記元として
「明細」を選択する

④3か所をチェックする

⑤コマンドボタンを表示するに
チェックを⼊れ、ボタン名に

”集計”と⼊⼒する
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データを関係づける

65

②条件追加ボ
タンを押す

③それぞれのレコードで伝票
の値を比較し、等しい場合

に動作するものとする

①条件タブを
選択する

⑤転記先項目︓合計
転記元項目︓⾦額

を選択し、条件が成り⽴つ
場合に明細にある⾦額を

伝票の合計に
転記(集計)する設定とする

④転記内容タブ
を押す

⑥登録ボタンを押す

⑦転記連携名はその
ままとしてOKを押す
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転記（集計）の実行

66

①何件か明細データを
⼊⼒する

②集計ボタン
を押す

③合計が自動計算
されているのを確認する
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集計ボタンを省略する

67

①定義リボンの
「コマンド」を選択する

②明細_転記
を選択する

③実⾏する
タイミングを
“確定後”
とする集計ボタンの動作を、⼊⼒が確定した

都度実施するように変更する

④パネルで”明細”
を選択する⑤登録ボタンを押すと

集計ボタンが
表示されなくなります
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ICカードで担当者を設定する

68

①定義リボン
のコマンドを
選択する

②新規ボタン
を押す

③コマンド名は
“カード読取”と
してOKを押す

ICカードを読み取り、伝票部の担当者が
名前で表示されるようにします
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ICカードで担当者を設定する

69

①実⾏するタイミングを
“追加後”とする

②パネルに
”伝票”を選択する
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ICカードで担当者を設定する
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①アクション⼀覧タブ
を選択する

②アクション種別に
“アドイン実⾏”を

選択する
③アドイン名︓SmartCardプラグイン
アクション名︓Set
パラメータ1︓伝票（⼿⼊⼒）
パラメータ2︓担当者（⼿⼊⼒）
を設定する

④登録ボタンを押して
コマンドの定義を終了する
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ICカードで担当者を設定する

71

③担当者のところに
IDが読み込まれる

①新規ボタンを押す

②カードリー
ダーにカード
を乗せる

読込がうまくいかない場合、NFCカードリーダーの
ドライバが正常に読み込まれてない可能性が

ありますので、Windowsの再起動を試してみてください
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続いて、IDから担当者名に変換するために
クラウドDBから担当者テーブルを取得します

ICカードで担当者を設定する

72

②プルダウンリストから、
データセット名に

「MMIT_test」を選択し、
登録ボタンを押す

①データリボンの接続設定の
”クラウドデータベース”を選択する

プルダウンリストに
「MMIT_test」が

出てこない場合は、
直接⼊⼒してください
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ICカードで担当者を設定する

73

①コンテキストリボン
にあるパネル追加の
ドロップダウンから、

”クラウドデータベース”
を選択する

②クラウドDBから取得する
テーブル名として、

“担当者”を選択し、作成を押す

③パネル名に
”担当者”と⼊⼒し、

配置方法、パネル構成を
それぞれ選択して
追加ボタンを押す
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ICカードで担当者を設定する
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ICカードで担当者を設定する

75

①定義リボンの
コンテキストを選択する

②担当者を
選択する

④区分用コンテキストにチェッ
クを⼊れ、⾒出し項目にプル
ダウンから”⽒名”を選択して、

登録ボタンを押す

③基本定義タブを
選択する
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ICカードで担当者を設定する

76

①品目シートタブ
を選択する

②読み込まれた
ICカードのIDを選択する

③項目設定リボンを
選択、もし表示されて

いない場合は
F4キーを押す

④区分に
「担当者」を
選択する

⑤適用する
を押す
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ICカードで担当者を設定する

77

担当者がコードではなく
⽒名が表示されるようになる
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設定ファイルを保存する

78
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7. 操作画面を改善する
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操作画面を改善する

80

このセクションの完成イメージ

UIを改善する



製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

シート名（タブ）の変更

81

①品目シートタブを
右クリックし、

シート定義を選択する

②シート定義画面で
品目シートを右クリックし、
“名前の変更”を選択する

③新しいシートの名称を
“POS画面”とする

④「変更する」を選択し、
シート定義画面の
登録ボタンを押す
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シート間でパネルを移動する

82

①品目パネルバーを
右クリックして

メニューを表示させる

②「別シートへ移動」
を選択する

③”新しいシート”
としてOKを押す
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POS画面シートのレイアウトを変更する

83

①POS画面シートタブを
右クリックし、

シート定義を選択する

②2のエリアを右クリックして、
「削除」を選択する

③1のエリアを右クリックして、
「上下に分割」を選択する

④登録するを押す
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デザインモードに切り替える

84

①F12キーを押して
デザインモードとする

②明細パネルを
選択する
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フォームのレイアウトの調整

85

①パネルリボンから
フィルタボタンのチェック

をはずす ②常に編集モードを
チェックする

③適用する
を押す

④⼊⼒フォームの
領域を広げる

⑤伝票のラベルとデータ部を
選択し、Deleteキーで

削除する
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フォームのレイアウトの調整

86

②ボタンの自動配置
のチェックを外す

①⼊⼒フォームリボン
を選択する

③各オブジェクトの
レイアウトを
変更する

④単位のラベル部
を削除する
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フォームのレイアウトの調整

87

①明細のデータ部を
移動し、

ラベル部は削除する

②⼊⼒フォームリボン
の「⽂字」を選択する

②ラベルの⾒出しに
“POS端末”と⼊⼒し、

OKを押す
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フォームのレイアウトの調整

88

①フォームの左下にある
⽂字オブジェクトを
左上に移動し、

矩形のサイズを広げる ※ラベルでない方を消して
しまった場合には、項目の

貼り付けをし直す
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フォームのレイアウトの調整

89

①フォーム部品リボンを
選択する

②POS端末という⽂字
が選択された状態で

フォントサイズを
”24”とする

③背景色を好み
の色に変更する
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フォームのレイアウトの調整

90

①同様の要領で
レイアウトを完成させる

※伝票パネルでは、
「ボタンの自動配置」のチェックを

外すのを忘れずに︕

②デザインが確定したら
F12キーを押下して

デザインモードを終了する
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完成です！！

91



製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

もくじ

1. バーコードの基礎

2. ExcelでQRを作る

3. POSレジで利用するデータの構造

4. 商品データを作る

5. 販売データを作る（明細）

6. 販売データを作る（伝票：レシート）

7. 操作画面を改善する

8. 実習課題

（参考）コンテキサー主要オブジェクトガイド

92



製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

実習課題①

93

受け取った金額を入力すると、
釣銭を計算してくれるように改良してください
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実習課題①（完成イメージの一例）
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実習課題①（ヒント）

95

• 伝票パネルに「受取金額」と「釣銭」という
項目を追加する

• 釣銭に計算式を設定する
（釣銭=受取金額-合計）
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実習課題②

96

品名（品目コード）毎に、販売数量の
合計を確認できる画面を作ってみましょう
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実習課題②（完成イメージの一例）

97



製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

実習課題②（ヒント）

98

• 明細パネルから、「明細一覧」という
パネルを複製する

• 明細一覧パネルを品目シートに移動する

• 品目パネルに「販売数量」という
項目を追加する

• 転記元：明細一覧、転記先：品目の
数量を集計する転記を定義する
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実習課題③
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集計ボタンを押すと、
日付毎の伝票合計の総合計(売上)を

集計する機能を追加してください。
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実習課題③（完成イメージの一例）
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実習課題③（ヒント）
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• 「売上合計」パネルを新たに作る

• 売上合計パネルに「集計ID」、「売上日付」、「売上日時末」、
「売上金額」という項目を追加する

• 「売上日付」には初期値として“Today”を設定する

• 「売上日時末」には計算式で、売上日付の翌日から1秒前
を設定する ⇒ 売上日付 + 1 - SECONDS(1)

• 転記元：伝票、転記先：売上合計の「合計」を集計転記
（条件は伝票の日付が、「売上日付」 ～ 「売上日時末」 ）

※伝票の「日付」には“now”を設定していたので・・・

• 画面で見る必要のない項目は隠す
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コンテキサーの内部オブジェクト

103

コンテキサーの肝 “コンテキスト”

エンティティ
（データ）

CSV
ファイル

パネル

コンテキスト
＝表

シート

パネルは１つの
コンテキストの内容を
表示したもの

コンテキスト
＝表 パネル

１つのエンティティを２つの
コンテキストで⾒ることができる

コンテキストは
”View”の概念に近い

KVS

⼊出⼒
コンテキスト

RDB
⼊出⼒

コンテキスト

⼊出⼒
コンテキスト
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パネル（コンテキスト）
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シート

105

パネルコンテキストA

パネルコンテキストB

パネルコンテキストC

シートには1つ以上のパネルコンテキストを
割り当てることができ、ユーザーが使う画面

はシートとして定義します
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エンティティ
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エンティティ
（データ）

エンティティそのものを⾒る⼿段はなく、
コンテキストを介して内容を

表示することになります

データの実体はこのエンティティにあり、
項目（フィールド）やデータ型が

定義されます
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入出力コンテキスト

107

エンティティ
（データ）

CSV
ファイル ⼊出⼒

コンテキスト

⼊出⼒コンテキストは、
データソースに対するCRUDを

司るコンテキストです
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エンティティとコンテキストの関係
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エンティティ

パネルコンテキストパネルコンテキストコンテキスト
（パネル・⼊出⼒・作業⽤）

コンテキストは
必ず1つエンティティに

紐づきます

1つのエンティティには、
複数のコンテキストを

定義することができます
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コンテキスト連携
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コンテキスト1
（伝票）

コンテキスト2
（明細）

Ａ
Ｂ
Ｃ
・・

Ａ－１
Ａ－２
Ｂ－１
Ｃ－１
Ｃ－２
・・

選択

連携キーで設定した条件に該当する
データだけにフィルタして表示します

限定
表のデータを選択した内容でダイナミックに変更する

↓
パネルのフィルタが動的に動作するため、

動的フィルタ、ダイナミックフィルタとも
呼ばれています
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コンテキスト連携
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コンテキスト1
（伝票）

コンテキスト2
（明細）

Ａ
Ｂ
Ｃ
・・

Ａ－１
Ａ－２
Ｂ－１
Ｃ－１
Ｃ－２
・・

連携キーで設定した条件に
該当するデータに、

転記内容が実⾏されます

転記
関係づけられた表のデータに値を書き込む（集計）

300
240
320
・・

100
200
240
300
120
・・

転記はコンテキサーで
最も多用され、かつ重要な

データ処理定義です
新たなにレコードの追加などを

⾏う場合にも転記を利用します

なお、転記の実⾏には、
限定とは異なり、

コマンドでの実⾏定義が
必要になります
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コンテキスト連携
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コンテキスト1
（伝票）

コンテキスト2
（得意先マスタ）

Ａ
Ｂ
Ｃ
・・

田中商事
宮本工業
山本物産
佐藤商事
佐藤工業
・・

選択された⾏に対し、
連携内容で定義された

項目間で、
データをコピーします

（レコード追加も可能）

補助（コピー）
ひとつのデータを⼊⼒するために、別の表からデータコピーする

田中商事
山本物産
佐藤工業

転記に似た処理を
1つのデータに対して⾏う処理であり、

補助画面を使う点など、
⼈が⾏う捜査をサポートする
意味合いが強い処理です

選択

選択
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コンテキスト連携
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補助（追加）
ひとつのデータを⼊⼒するために、別の表からコピー追加する

コンテキスト1
（受注明細）

コンテキスト2
（品目マスタ）

Ａ
Ｂ
Ｃ

カレーパン
みそパン
食パン
クリームパン
・・

連携元に対して、
連携内容で定義された項目間の

データ内容コピーに従い、
新たなレコードを追加します

※前途したダブルクリックでの
選択レコードへのデータ内容コピーも

同時に設定できます

あんぱん
食パン
カレーパン

ドラッグ＆ドロップ
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Webマニュアル
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ファイルメニューの「ヘルプ」－「Webマニュアル」からVer4のマニュアルコンテンツを参照できます
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本教材利用上の注意事項

本教材の著作権は、厚生労働省に帰属します。
詳細については、下記の利用規約をご確認ください。
https://www.mhlw.go.jp/chosakuken/index.html
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